
Ⅰ

P 問題 回答

1 3 キャリアカウンセリングの定義とは

キャリアカウンセリングとは、発達的視点に立って、
成長と適応という個人の積極的側面に強調点を置
き、個人が環境の中で効果的かつ自律的に機能で
きるように支援すること。自己概念の開発を通して
キャリア形成を図ること

2 3
キャリアカウンセリングは「１．」を重視し、
「２．」を促す働きかけであると考える

１．人間が社会的な存在であること
２．自己概念の成長

3 4 クリティカルシンキングとは
外部の知識や経験を自分自身に問いかけるという
こと、鵜呑みにせず、じっくりと考えて、その知識や
経験を自分の「言葉にする行為」

P 問題 回答

4 7 「経験から学ぶ」とはどういうことか

支援すべき他者、つまり「その人」が現在遭遇して
いる問題を解決していくための出発点であり、「その
人」が「主体的に社会を構想し、改革していく意図と
能力」を身につけていく上での必要不可欠な基礎
能力

5 7
「経験から学ぶ」の「学び」の構造を考えると
いうことは何を考えることであるか

「人」と「経験」とその「つながり」

6 7 経験とは何と言えるか 自己概念と社会（環境）との相互作用

7 8
自己概念の成長の観点から何を実感し、そ
の中に自分を実感する必要があるか

つながり

P 問題 回答

8 9

次の図は何を表したものか

☞　テキスト１ P9図表１-1参照
☞　図形問題１

経験代謝サイクル

9 9 自己概念の成長とは（２つ）

１．経験代謝サイクルを回すこと
２．自己と社会の「つながり」を実感し、それらに対し
て肯定的な「意味」を持とうとする継続的な営みを通
じて「つながり」に対する肯定感によって生み出され
る心理的発達に対する実感

10 9 経験代謝とは 自己概念の成長を生み出す「学びの構造」

11 9 経験代謝のサイクルの２つの段階とは
１．経験の再現
２．意味の出現

12 10
経験代謝のサイクルの「１．経験の再現」
「２．意味の出現とは」

１．クライエントにとって、ある経験がどう見え、どう感
じ、どう思ったのかなどをクライエントとともに再現
し、その再現された経験をともに見る
２．「自分にとっての意味」に気づくこと

P 問題 回答

13 12 経験でのキャリアカウンセラーの役割とは
クライエントが生活知を啓発的経験として取り込み、
自己概念の成長を促せるよう橋渡しをする

キャリアカウンセラーとしての活躍

１．キャリアカウンセリングとは何か

１　はじめに

チェック

２　キャリア教育における議論から   ３　経験から学ぶ

チェック

４　経験代謝

チェック

(１)　経験

チェック

「意味の出現」

「経験の再現」

人 経験
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キャリアコンサルタント試験
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ください。
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14 12
不都合な経験であっても自己概念成長の
きっかけとして何を持つことができるか

つながり

15 12
意味の受け止め方でキャリアカウンセラー
の役割とは

人間性の活性化を促す
（人間性とは人間が持つ成長に向けたエネルギー）

P 問題 回答

16 14 当事者意識とは

経験代謝のサイクルを自律的に回していこうとする
意識。不都合なことや、何とかしなければいけない
出来事が起こったとき、「自分で変えられる、何とか
しよう」と思う意識

17 14
当事者意識でキャリアカウンセラーのかか
わりとは

クライエントに当事者意識を醸成する

P 問題 回答

18 14
日常の出来事を啓発的経験とする経験の
受け止め方、そのポイントとは

問いかけ

19 14

経験に対し問いかけることによって「１．」に
気づくことが「２．」の第一歩となる
☞　テキスト１ P18理解度チェック１

１．つながり
２．自己概念成長のきっかけ

20 15

キャリアカウンセリングの場面でクライエント
から持ち出される話は、「１．」に語られるこ
とがほとんど。これは「２．」が生まれていな
い状況である

１．客観的（私の外にある問題として）
２．自分自身への問いかけ

P 問題 回答

21 15
クライエントが自分に問いかけることにより
起こり、また、当事者意識を阻む心理とは

不安

P 問題 回答

22 16
キャリアカウンセリングの場面で「信頼できる
他者」とは誰のことか

キャリアカウンセラー

23 16

キャリアカウンセラーがクライエントに好意
的関心を向けることは信頼関係構築の第一
歩。クライエントに何を促す働きかけとなる
か

当事者意識

P 問題 回答

24 16

CDAはカウンセラーでなく「１．」である。そ
のためキャリアカウンセリングの対象者は
「２．」であり、テーマは必ずしも「３．」を前
提としない

１．キャリアカウンセラー
２．すべての人
３．悩み

P 問題 回答

25 17

キャリアカウンセラーのとるべきクライエント
との関係性で「関係を超える」とはどのような
ことか（２つ）

１．傍らでキャリアカウンセラーの役割を意識しなが
らも、人間対人間としての自然なかかわりを持つと
いうこと
２．意図的でありながら自然、自然でありながら意図
的と、一見矛盾する関係性を持つこと

26

17
・

18

厚生労働省で定義された「キャリア」とは
「１．」。また、同省職業安定分科会では
「２．」と言われている
☞　テキスト１ P18理解度チェック２

１．一般に「経歴」「経験」「発展」、さらには「関連し
た職務の連鎖」等と表現され、時間的持続性ないし
は継続性を持った概念。「キャリア」を積んだ結果と
して、「職業能力」が蓄積されていく
２．個人の適性や経験に即した職業選択や能力開
発を支援する相談

チェック

(８)　CDAとクライエントとの関係性

チェック

チェック

(５)　不安

チェック

(６)　信頼できる他者

チェック

(７)　キャリアカウンセリングが対象とするテーマについて

(４)　問いかけ

(２)　意味の受け止め方

(３)　当事者意識

チェック

【見本】
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◆練習問題見本：テキスト１ P3～P18
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